
歯科補綴学１（問題）
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関連問題1-(1)

問題1

歯科補綴学１（解答）

問題2

全部床義歯の咬合平面（仮想咬合平面）の
決定に利用する。

カンペル平面

仮想咬合平面
カンペル平面

咬合平面

フランクフルト平面

カンペル平面と
咬合平面は平行

⚫ フランクフルト平面：左右の眼窩最下点と両外耳
孔の上端を結んだ仮想平面。

⚫ 咬合平面：下顎左右中切歯の近心隅角間の中点
（切歯点）と下顎左右側第二大臼歯の遠心頬側咬
頭頂を含む平面
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インター（inter）：間
オクルーザル（occlusal）：咬合の
レコード（record）：記録

問題3

パントグラフ



問題8

問題5

用いられる。

＜顆路 ≒ 下顎運動経路＞
「顆」＝「下顎頭」でそれの通る「道＝路」なので
「顆路」と呼ぶ。

半調節性咬合器

患者の顎関節に
相当する部分

問題7

⚫ 早期接触
閉口時に安定した上下顎の咬合接触状態が得ら

れる前に一部の歯だけが咬合接触する状態。
患者にカチカチと噛んでもらったときに、強く

当たっている歯がある状態をいう。

⚫ 咬頭干渉
咬頭嵌合位から側方運動をしたときに、ある歯

の咬頭が強く干渉している状態。
患者に口を閉じた状態から左右にギリギリと歯

ぎしりしてもらうと強く当たっている歯がある状
態を指す。

⚫ 外傷性咬合＜原因＞
歯周組織に外傷性変化（咬合性外傷）を起こし

やすいような咬合。
高すぎる歯科補綴物や充填物などによることが

多い。
外傷（歯肉退縮など）の原因となるようなかみ

合わせ。

⚫ 咬合性外傷＜結果＞
咬合力により、歯周組織、とくに歯根膜や歯槽

骨が破壊されること。

例：ブラキシズム（歯ぎしり）によって
咬合性外傷が起こる。

傾斜 挺出
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問題6

異常な咬合接触には。外傷性咬合と咬合干渉がある。

咬合干渉には，早期接触と咬頭干渉がある。



問題9

問題11

問題12

⚫ 一部被覆冠
歯の一部分だけを修復するクラウン。
被覆する歯面の数により，前歯では
「3/4冠」，臼歯では「4/5冠（5分
の4冠）」とも言う。

⚫ ピンレッジ
ピンに保持を求める前歯部支台装置。
主に有髄歯（生活歯）に適用。

＜4/5冠＞

問題13

問題10

フレームワーク：補綴物の金属部分

◆ 固定性ブリッジは支台歯が平行でないと装着
できない。

○ ×

⚫ 半固定性ブリッジ
• ポンティックの一側は支台装置と固定され、他側

は可動性連結装置（キーアンドキーウェイ）で連
結されたブリッジ。

• キーとキーウエイの2つの部分からなる。
• キー（でっぱり）はポンティック側
• キーウェイ（溝）は支台装置側
• 支台歯が平行でなくても適用できる。

キーウエイキー
別々に装着
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問題15

関連問題15-(1)

関連問題15-(2)

問題14

ｃ：支台築造は失活歯（無髄歯）に行う処置なので，誤り。

⚫ サベイヤーの用途
• 部分床義歯における測定

（アンダーカット量など）
• 義歯の着脱方向の決定
• 支台歯の平行性
• クラスプの位置を決める

・・・・・など。

問題17

－7－


